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近年、様々な場面で音声認識が利用
されるようになってきましたが、現
在の技術でも、誰の声でも同じよう
に正確に認識できるわけではありま
せん。本展示では、システムが話者
の声の特徴に即座に適応することで、
常に高い音声認識精度を実現するモ
デル適応技術を紹介します。

音声認識のためのニューラルネット
を、数秒間の音声データだけを用い
て、その話者の声を最も認識しやす
いように即座に適応させることがで
きます。ニューラルネットワークの
膨大なモデルパラメータを話者の特
徴に合わせるには、従来は大量の音
声データでの学習が必要でした。

話者の声の特徴だけではなく、収録
している部屋の音響特性や、雑音の
性質に応じて、常に高い精度の音声
認識が実現できるようになります。
さらに、音声認識だけではなく入力
データの特徴に合わせて振る舞いを
即座に変更・最適化する人工知能技
術の実現を目指します。
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【従来の音声認識】

平均的な声にあわせたモデルを使
用するため、話者の声の特徴に
よっては、高い精度は得られない。

発話からその

話者の音響的特徴
を抽出

【話者の特徴に即座に適応する音声認識】

話者の声の特徴を抽出し、その特徴に応じて認識しやす
いように、ニューラルネットワークの情報の流れを制御

することで、各話者にあわせた音声認識を実現。
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my voice?
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my choice?
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平均的な声
にあわせた
ニューラル
ネット

声の特徴に応じて、
ニューラルネット内の
情報の流れを認識精度
が上がるように最適化

数秒程度の短い音声
データからでもＯＫ

単語誤り率:5.6%※
単語誤り率:4.8%※
※英語新聞読み上げ音声認識での評価

あなたの声に即座にあわせて音声認識

～音声認識精度を高めるニューラルネットの高速適応技術～
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